
メタンハイドレート開発計画（計画期間H13～H30）
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　　　　　　１　メタンハイドレートの商業化に向けた取組の加速化

　　　　　　２　早い潮流、深い水深の土佐沖をフィールドとする海洋産出試験の実施

　　　　　　３　高知新港を活動拠点とする海洋産出試験の実施、高知県を位置付けた開発計画の策定

提
言
内
容

メタンハイドレート開発の促進～土佐沖をフィールドとした海洋産出試験～

フェーズ１

（H13～H20）
フェーズ２

（H21～H27）
フェーズ３

(H28～H30）

◎メタンハイドレート開発計画（平成13年7月策定）の状況
H30年代後半

民間が主導する
商業化プロジェクト
の開始

エネルギーの

安定供給に
貢献！

◎高知新港は高速道路や空港へのアクセスも良く、土佐沖とフィールドとする海洋産出試験の拠点として最適

-8m

-12m

-12m -11m -7.5m（予定）

　　　　高台企業用地
    2.7 ha

高知コアセンター
○高知大学と海洋研究 開発機構が
   共同で海底コアについて先端的
   研究等を行っており、調査や技術
   開発において、産学官の連携が
   期待できる。

高知新港
○太平洋に面し、「地球
　深部探査船ちきゅう」の
　入港が可能。
○１２ｍ岸壁をはじめ複数　
　の岸壁と利用可能な
  後背地を有する。

○水深が深く、潮流
　 が速いという過酷
　 な条件下での産出
   技術開発試験を土
　 佐沖で実施。

（H31～H30年代後半）

高速道路や空港へ
のアクセスが良い。

※メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアムホームページ掲載資料を活用

東部南海トラフ海域での2D/3D地震探査
カナダでの陸上産出試験（2回）

第１回海洋産出試験 第２回海洋産出試験

商業化プロジェクトが開始されることを
目指し、技術開発課題の解決等のため、
国による取組を加速化する必要がある｡


